
水田や海浜泥地に生える一年草。高さ2-5cmになる。茎は基部で分枝し束生する。葉は線状披針形で、鋭

頭、長さ約5mm、幅約1mm、開出または斜開する。花期は4-8月。花は4数性、長さ1.5mm程度で、茎の上

部葉腋に単生し、ほぼ柄はなく、苞もない。萼裂片は卵形。花弁は白色、花時には直立し、長さ約1.5mmに
なり、卵状披針形で円頭、雄蕊は花弁より明らかに短い。裂開時の葯は淡黄色。雌蕊は直立する。蜜腺は
小棒状で長さ約0.4mm。

県内では1ヶ所で生育が確認されている。分布の西限。

現状を把握し、生育地を保全することが重要である。近
年、酷似する外来種が侵入していることに留意する必
要がある。
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観賞用等採取 特異な生態 分布の限界 ○

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 特殊な分布

標本：頌栄短大コレクション

ベンケイソウ科

兵庫県ランク…アズマツメクサ
環境省ランク… NTTillaea  aquatica  L.
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■ 県内分布

西播磨

■ 国内分布

北海道、本州

■ 選定理由


